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問題提起

“World-class University”は

皆、同じか？
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問題提起…World-class Universityの指標

THESの場合：

ピア・レビュー

雇用満足度

学生一人あたりの教員数 （＝教員／学生）

教員一人あたりの論文引用度 （＝論文引用度／教員）

外国人教員比率

留学生比率 → 総合点

仮想的に“World-class University標準モデル”が想定され、

追求されている。
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World-class University？

（調査対象）

1. 米国私立有力大学 ： Yale、Stanford、MIT、Harvard

2. 米国州立有力大学 ： UC Berkeley

3. 英国有力大学 ： Oxford, Cambridge

4. 欧州有力大学 ： スイス連邦工科大学 (ETHZ)

5. アジア有力大学 ： ソウル国立大学校（SNU）

東京大学、北京大学

6. オセアニア等 ： シンガポール国立大学（NUS）、

オーストラリア国立大学
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問題提起…比較した大学の基本情報

指標：

教員数 （学問分野別）

職員数 （事務職員、アカデミックスタッフ）

学生数 （学部／大学院、学問分野別）

留学生比率 （学部／大学院）

大学収入
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世界の有力大学…人員規模

世界の国立および州立大学は学生規模が大きい。

米国の私立大学は総じて規模が小さい。

世界の有力大学の人員規模　（学生数－教員数）
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世界の有力大学…学部生：大学院生比率

世界の国立および州立大学は学部の規模が大きい。

米国の私立大学は規模が小さく、かつ、大学院の比重が高い。

世界の有力大学の学生構成　（学部：大学院）
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世界の有力大学…大学院生の分布（研究者養成系・専門職系別）

世界の有力大学の大学院の多くは研究者養成系の比重が高い。

ハーバード大学、イエール大学は専門職大学院の比重が極めて高い。
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世界の有力大学…教員と大学院生の学問分野別分布

東京大学とOxford大学の教員と大学院生の学問分野別分布は類似して

いる。

米国の有力私立大学の教員・大学院生の分布はアンバランスである。教

員は医学系が多く、学生は専門職大学院の学生が多い。

世界の有力大学の教員の分布　（分野別）
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世界の有力大学…卒業生の進路

東京大学は学部からの大学院進学率が5割以上と高い。

修士課程修了後の博士課程進学者と「技術・研究」関係に就職する者は
合わせて7割以上いる。

東京大学は「研究者養成型」の色彩が強い（といえるか？）。

世界の有力大学の学士課程卒業者の進学率
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世界の有力大学…１教員あたりの学生数（学部・大学院別）

米国の私立の有力大学は（専門職）大学院の負担が大きい。

世界の公立の有力大学は学部の教育負担が大きい。

世界の有力大学の１教員あたりの学生数
（学部・大学院別）
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世界の有力大学…教職員と学生の比率

米国の私立の有力大学は１教職員あたりの学生数が1.5名と負担
が低い。

世界の国立および州立大学は１教職員あたりの教育負担が重い。
アジアの大学は特に負担が大きい。

世界の有力大学の人員構成：　教職員と学生の規模と構成比
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世界の有力大学…教職員の構成

欧米の大学は１教員あたりの支援スタッフ（職員＋アカデミックス
タッフ）が4名以上と多い。

アジアの大学は少ない（東大は2.2名）。
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世界の有力大学…留学生比率

米国より欧州の留学生比率の方が高い。

UCBは州の規則で、学部は州外から３％まで、大学院は17-18％までと
定められている。

世界の有力大学における留学生比率
（学部・大学院別）
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（参考）国内外国人比率と外国人大学生比率

国内外国人比率と外国人学生比率

..
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豪州 カナダ フランス ドイツ イタリア 日本 韓国 スペイン スイス 英国 米国

外国出生人口比率

外国籍人口比率

外国人大学生比率

（出典）OECD Factbook 2007 - Economic, Environmental and Social Statistics;   MIGRATION
http://masetto.sourceoecd.org/vl=39930113/cl=19/nw=1/rpsv/factbook/data/12-02-01-T01.xls

OECD Education at a Glance 2006
http://dx.doi.org/10.1787/221673686112

・外国人人口比率の高い国は外国人大学生比率が高い。
外国籍人口より外国出生人口比率の方が外国人大学生比率と相関が高い。

※「留学生(international students)」データには欠落が多かったため、「外国人大学生（foreign students)」データを

用いた。前者は、大学に留学するために入国した学生を指し、後者は外国籍の学生を指す（OECD定義）。
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世界旗艦大学の収入 （病院および特別財源除く）
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・基金運用益等

・寄付金収入

・研究助成等収入

・授業料

・政府機関補助

世界の有力大学…大学の収入源 （補正後）

・米国の私立大学は、寄付金・運用益など、社会連携による収入に依存している。

・世界の国立大学は、政府財源に依存している。

・UCB、Oxbridge等は、財源が分散している。

社会連携収入依存型

政府財源依存型
財源分散型
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世界の有力大学…年間収入
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基金運用益

米国の私立大学の基金運用益の規模は大きい。

この基金運用益を除くと、世界の有力大学の予算規模は同程
度である。
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世界の有力大学の特質…国立・州立大学

学生規模が大きい

学部＞大学院

研究者養成型＞専門職養成型

政府財源に依存

国立・州立の世界の有力大学

国民・州民の高等教育を担うために設置

（特に学部の） 「教育機能」が大きい

国・州の研究機能（競争力）を担う役割

基礎研究など「研究者養成系」の学問領域
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世界の有力大学の特質…米国私立大学

学生規模が小さい

学部＜大学院 （特に、専門職大学院）

研究者養成型＜専門職養成型

財源分散型。社会との連携が強い。

米国の私立有力大学

経営的視点が強い。

授業料収入、寄付金収入

専門職大学院、ミッドキャリア養成

大学基金の運用
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（参考）ハーバード大学の運営構造（イメージ）

（学部） ハーバード・カレッジ

（大学院）

Graduate

School of 
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（専門職
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大学院）
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School of Education

：
：

独立採算大
学
基
金

PhD対象

・授業料

・奨学金

・運営費

授業料収入
（運営費）

大学院生の

教育活動 卒業生

ハーバード・ブランド
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ハーバード大学 Institutional Research Office （１）

設 置 ： 予算・財務企画室→学長室内

スタッフ： 常勤8名 （PhDクラス）

機能：

大学統計情報の収集
初期の頃からの実施（教育省へのデータ提供のため）

データ分析＆コンサルティング
プロジェクト型の業務形態

他部局へのデータ分析手法等の助言

スタンス：

データ分析、客観的情報提供まで

政策判断は、調査依頼者の役割
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ハーバード大学 Institutional Research Office （２）

プロジェクト例：

学部生への奨学金付与の分析と新たな付与方法の考案

医科大学院の戦略策定支援

芸術プログラムとカリキュラムの収集（ハーバード大学および
競争校）

学部生雇用満足度調査（カリキュラム、学生リソース）

教員平等調査：教員の昇進にジェンダー・人種が与える影響

教員環境調査：部局の雰囲気、指導・助言、昇進、テニュア
基準、リソース

学部生学習評価：クリティカル・シンキングのコンピュータ試
験（CAEとRAND共同開発）

CAE: Council for Aid to Education 
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客観的事実認識に基づく判断に向けて

データ分析は、定性的に認識されている事実を定

量的に裏付ける。また、思いこみの事実認識を正

す場合もある。

客観的な事実認識は、大学運営において不可欠な

的確な判断を可能とする。

少子化や国際化が進み、大学が変革を迫られるこ

の時代において、日本の大学や高等教育研究者

が積極的にデータを活用し、客観的な事実認識に

基づく判断を実践することを期待したい。
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